
必・選の別 必修

（英） Introductory EducationⅠ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

馬場　知子
授業形態 演習

科目名 導入教育Ⅰ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。実際の歯科
医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理解を深める
とともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。1年間で学ぶカリキュラムの内容や各科目の目的を理解し、専門教育への移行
を円滑にすることを目的とする。また、歯科医療分野を学ぶうえで必要となる基本的な学習姿勢や学習方法について演習を通して学び、今
後の学習に主体的に取り組む姿勢を身につける。

到達目標

・1年間のカリキュラムの構成や各科目の目的を理解する。
・歯科医療分野の学習に必要な基本的な学習方法を理解する。
・専門教育を学ぶための心構えや学習姿勢を身につける。
・自身の学習目標を考え、今後の学習計画を立てることができる。

2 学習目標と進路理解 演習
歯科医療分野の進路（歯科技工士・歯科衛生士など）について理解し、学習目標につい
て考える。

なし

Style　of LIFE

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 予備科の学習目的の理解 演習 予備教育科で学ぶ目的と1年間のカリキュラムの概要について理解する。

3 学校生活のルール 演習 学校生活の基本的なルール（出席・遅刻欠席・課題提出など）について理解する。

4 学習方法と学生生活 演習
授業の受け方や課題提出方法など、専門教育を学ぶための基本的な学習方法につい
て理解する。

5 前期の振り返り 演習 前期の学習状況や学校生活を振り返り、今後の課題について整理する。

7 夏休みの振り返り 演習 夏休み期間の生活や学習状況を振り返り、後期に向けた課題について考える。

6 学習環境の整備 演習 教室や実習室の整理・清掃を行い、学習環境の整備と協働の重要性を理解する。

8 後期の学習目標 演習 後期の学習計画や目標を設定し、今後の学習への意識を高める。



必・選の別 必修

（英） Communication SkillsⅠ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 演習

科目名 コミュニケーション基礎Ⅰ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。実際の歯科
医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理解を深める
とともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。本授業では、自分と他者との違いを理解し、それぞれの考え方や価値観を尊重
する姿勢を養うことを目的とする。演習を通して、社会生活において必要となる基本的なコミュニケーションの方法を学び、相手と円滑な
関係を築くための力を身につける。

到達目標

・自分と他者の考え方や価値観の違いを理解する。
・相手の話を聞き、自分の考えを伝える基本的なコミュニケーション方法を身につける。
・社会生活において円滑なコミュニケーションをとるための態度を身につける。
・他者と協力しながら活動することができる。

2 大森フォトラリー①（準備） 演習
大森フォトラリーの説明。グループ分け、課題確認、役割分担、話し合いの進め方を学
ぶ。

なし

Style　of LIFE

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 コミュニケーションの基本 演習
コミュニケーションの役割や重要性について理解し、社会生活における人との関わり
方について考える。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 大森フォトラリー②（実践・振り返り） 演習 大森周辺でフォトラリーを実施。グループで協力し課題を解決し、振り返りを行う。

4 浅草フォトラリー①（準備） 演習 浅草フォトラリーの説明。前回の振り返りを踏まえ、計画立案を行う。

横浜フォトラリー（実践）
横浜でのフォトラリーを通して、課題を解決するために、役割、相談・協力を意識したコ
ミュニケーションを実践する。

7 演習

6 演習

5 演習

浅草フォトラリー②（実践）
浅草でのフォトラリーを通して、課題を解決するために、役割、相談・協力を意識したコ
ミュニケーションを実践する。

8 演習



必・選の別 必修

（英） Fundamentals of Information Technoligy 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 発表2 演習
・発表（自己紹介）
・評価

6 PowerPointブラッシュアップ 演習
・発表スライドの完成
・発表リハーサル

7 発表1 演習
・発表（自己紹介）
・評価

4 発表スライド作成 演習
・自己紹介案（シナリオ）作成　・発表スライド（自己紹介）作成
・Teamsを使用しスマートフォンからPCへの写真共有

5 PowerPointアドバンス 演習
・デザインテーマの配色やフォント　・図解を活用する利点と作成
・表を活用する利点と作成　・SmartArtグラフィックの作成や編集

2 PowerPointダイジェスト1 演習
・PowerPointの基本操作
［スライド操作、画像や図形の挿入、アニメーション効果、ノートの作成、スライドショー］

3 PowerPointダイジェスト2 演習
・PowerPointの基本操作
［スライド操作、画像や図形の挿入、アニメーション効果、ノートの作成、スライドショー］

授　業　計　画

授業内容

1
生成AI入門

IT/DXリテラシー
演習

・生成AIを活用する際の注意点・ガイドライン　・プロンプト練習
・IT/DXリテラシー　：注意するポイントや・厳守すべき法律

e-learningテキスト（インターネット上のテキスト）

なし

時間外学習
e-learningテキスト（インターネット上のテキスト）で次回講義までに
不明な操作を確認しておく

特記事項
テキストには、オリジナルのe-learningテキスト（インターネッ
ト上のテキスト）を使用

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

コンピュータ関連企業、(株)ブレーンスタッフコンサルタンツに所属。長年幅広い年齢層を対象にしたPC講座に携わり、現在は複数の専門
学校にて学生へのPC講義や教職員への研修を実施。
本授業では、PowerPointの基本的操作を学び、聴衆者に伝わることを目標にプレゼンテーション資料をPowerPointで作成する
生成AIや情報を扱う際に注意するポイントや、厳守すべき法律について学習する、生成AIの正しい活用方法について学ぶ。
PowerPointを利用し、効果的なスライド作成の技術を習得する。生成AIの正しい活用方法を学び、情報を扱う際の注意点を正しく理解
することを目的とする。

到達目標
・PowerPointを利用し、聴衆者に伝わるプレゼンテーション資料を作成、発表できる
・情報の取扱いに注意しながら、生成AIを活用できる

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、作成資料とプレゼンテーションで60点、出席点を40点の合計100点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

㈱ブレーンスタッフコンサルタンツ科目名 授業回数 8 科目責任者

授業形態 演習

情報技術基礎



必・選の別 必修

（英） Physiology Basic 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 講義

科目名 心理学基礎 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。実際の歯科
医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理解を深める
とともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。本授業では医療に関わる心理学の基本的な知識を学ぶとともに、自分自身を
理解し、他者の考え方や行動を理解するための視点を身につけることを目的とする。
心理学の基礎的な理論を通して、人との関わり方や社会生活におけるコミュニケーションについて理解を深める。

到達目標

・心理学の基本的な考え方や概念を理解する。
・自分自身の考え方や行動について理解を深める。
・他者の感情や行動を理解するための視点を身につける。
・社会生活や医療現場における人との関わり方について理解する。

2 自己理解 演習 自分の性格や考え方の特徴について理解し、自分自身の行動や感情について考える。

なし

Style　of LIFE

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 心理学とは何か 演習
心理学の基本的な考え方や役割について学び、人の心や行動を理解するための基礎
について理解する。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 感情と行動 演習
人の感情や行動がどのように生まれるのかについて学び、日常生活における心理の
働きを理解する。

4 他者理解 演習
人によって考え方や感じ方が異なることを理解し、他者の立場や価値観を尊重する視
点を学ぶ。

7 伝えること・聞くこと 演習
相手に伝えることや相手の話を聞くことの重要性について学び、よりよいコミュニ
ケーションについて考える。

6 コミュニケーションの心理 演習
コミュニケーションにおける心理的な要因について学び、相手を理解するための基本
的な考え方を理解する。

5 対人関係の心理 演習
人間関係がどのように形成されるのかを学び、円滑な人間関係を築くための考え方を
理解する。

8 振り返りとまとめ 演習
授業で学んだ心理学の基本的な知識を振り返り、自分や他者との関わり方について理
解を深める。



必・選の別 必修

（英） Business mannersⅠ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 演習

科目名 ビジネスマナーⅠ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。実際の歯科
医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理解を深める
とともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。本授業では、医療に関わる心理学の基本的な知識を学ぶとともに、自分自身を
理解し、他者の考え方や行動を理解するための視点を身につけることを目的とする。心理学の基礎的な理論を通して、人との関わり方や社
会生活におけるコミュニケーションについて理解を深める。

到達目標

・心理学の基本的な考え方や概念を理解する。
・自分自身の考え方や行動について理解を深める。
・他者の感情や行動を理解するための視点を身につける。
・社会生活や医療現場における人との関わり方について理解する。

2 身だしなみと挨拶 演習 社会人として求められる身だしなみや挨拶の重要性について理解する。

なし

Style　of LIFE

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 ビジネスマナーの基本 演習 社会生活や医療現場で求められるビジネスマナーの基本について理解する。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 言葉づかい 演習 敬語や丁寧な言葉づかいについて学び、相手に配慮した話し方を身につける。

4 報告・連絡・相談 演習 社会生活で必要となる報告・連絡・相談の基本について理解する。

7 実践演習 演習 ロールプレイを通して、ビジネスマナーを実践的に身につける。

6 コミュニケーションマナー 演習 相手の立場を考えた行動やコミュニケーションについて理解する。

5 時間管理 演習 約束や時間を守ることの重要性について理解し、時間管理の基本を学ぶ。

8 振り返りとまとめ 演習
授業で学んだビジネスマナーを振り返り、今後の学校生活や社会生活での実践につい
て整理する。



必・選の別 必修

（英） Dental Treatmennt Basic 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 演習

科目名 歯科医療概論 授業回数 15 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は筆記試験を100点満点とし、課題の提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、歯科医療に関する基礎的な知識を学ぶとともに、歯科に関する専門用語や歯科医療に関わる職種の役割について理解するこ
とを目的とする。また、チーム歯科医療における各職種の役割を理解し、歯科医療分野への理解を深める。

到達目標

・歯科医療に関する基本的な知識を理解する。
・歯科に関する基本的な専門用語を理解する。
・歯科医療に関わる職種の役割を理解する。
・チーム歯科医療の重要性について説明できる。

歯科技工の基礎知識

新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理
解を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

重要事項を書き出し、重要事項５つの実行計画を作成して実施する。

３つの習慣について
成功するための３つの習慣について理解する。
重要事項を書き出し、順番を決めて実行計画を作成する。

授　業　計　画

授業内容

1 演習

2 演習

3 重要事項を実践する 演習

4 重要事項の振り返り 演習
実行計画の振り返りを行う。自分で評価をし、できたことできなかったことを振り返
る。できなかったことについては、「なぜできなかったのか」「どうしたらできるか」を再
検討し、実行計画を立てる。

5 チーム歯科医療と役割 演習
チーム歯科医療について役割を理解する。
歯科衛生士の三大業務が分かる。

6 演習

7 演習

歯科医療の基礎知識
永久歯28本名前を覚える。
パルマー方式、FDI方式で歯の名前を表すことができる。

う蝕の原因（細菌・糖質・時間の関係）や発生の仕組みを学び、進行段階（C1～C4）と
症状の違いについて理解する。また、う蝕の予防方法（ブラッシング、フッ化物応用、食
生活）および基本的な治療の流れについて説明できるようになる。

9 歯の二大疾患②　歯周病 演習
歯周病の原因（プラークと細菌）と進行過程（歯肉炎から歯周炎）を学び、症状や全身へ
の影響について理解する。また、歯周病の予防方法（口腔清掃、生活習慣）および基本
的な治療内容について説明できるようになる。

8 歯の二大疾患①　齲蝕 演習

15 振り返りとまとめ 演習 授業で学んだ歯科医療に関する知識を振り返り、歯科医療職への理解を深める。

12 歯の組織 演習
歯を構成する主な組織（エナメル質、象牙質、セメント質、歯髄）の特徴と役割について
学ぶ。また、それぞれの組織の位置関係を図を用いて理解し、歯の構造を説明できるよ
うになる。

13 う蝕治療の流れの理解 演習
う蝕発生後の歯科治療の基本的な流れ（診査・診断、う蝕除去、修復処置）について学
ぶ。また、う蝕の進行度に応じた治療内容の違いを理解し、歯科医院における一連の治
療過程を説明できるようになる。

14 補綴治療と補綴物の種類の理解 演習
う蝕治療後に行われる補綴治療について学び、インレー、クラウンなどの補綴物の種類
と特徴を理解する。また、補綴物が作製される流れ（歯科技工士の関わりを含む）につ
いて理解し、治療と補綴物の関係を説明できるようになる。

10 歯科医療の役割 演習 歯科医療が社会で果たす役割について考え、理解を深める。

11 歯の方向用語 演習
歯科で使用される基本的な方向用語（近心・遠心・頬側・舌側・咬合面など）について学
び、それぞれの位置関係を図や模型を通して理解する。また、歯のどの部分を示してい
るかを判断し、正しく用語を用いて説明できるようになる。



必・選の別 必修

（英） Internship　Ⅰ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

7 歯科技工士の業務体験① 演習
石膏やワックスを使用した作業を体験し、歯科技工士の基本的な作業について理解す
る。

8 歯科技工士の業務体験② 演習 歯科技工士の作業工程を体験し、歯科技工士の仕事への理解を深める。

演習

6 歯科技工士の業務 演習 歯科技工士が行う主な業務や歯科医療における重要性について理解する。

歯科技工士の仕事内容や歯科医療における役割について理解する。

2 歯科衛生士の業務 演習 歯科衛生士が行う主な業務や歯科医療における重要性について理解する。

3 歯科衛生士の業務体験① 演習 アルジネート印象材を練る体験を通して、歯科衛生士の業務内容について理解する。

4 歯科衛生士の業務体験② 演習 印象材の扱い方や作業工程を体験し、歯科衛生士の仕事への理解を深める。

5 歯科技工士の役割

1 歯科衛生士の役割 演習 歯科衛生士の仕事内容や歯科医療における役割について理解する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

授　業　計　画

授業内容

歯科技工の基礎知識

なし

特記事項

到達目標

科目概要
学習の目

的

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
体験授業を通して、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容や働き方、求められる技術について理解を深めることを目的とする。
実際の現場を体験的に学ぶことで、歯科医療に関わる職業への理解を深め、今後の進路選択や学習への意識を高める。

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

・歯科技工士および歯科衛生士の仕事内容を説明できる。
・歯科医療現場における職種の役割や働き方を理解する。
・実習を通して、自身の進路や学習目標について考えることができる。

科目名 インターンシップⅠ 科目責任者 馬場　知子授業回数 8

授業形態 演習



必・選の別 必修

（英） Natural　Teeth　Ⅰ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

１４ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻試験 演習
彫刻試験を行う
（角柱を45分で完了する　+　中切歯デッサン　3面を　30分で完了する）

１５ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習
3本目の彫刻　荒彫り～仕上げ彫りまでを行い削り方の理解を深めると共に
スピードを身につける。

１２ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習
3本目の彫刻　角柱～ステップ4までを行い削り方の理解を深めると共にスピードを
身につける。

１３ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻試験 演習
彫刻試験を行う
（角柱を45分で完了する　+　中切歯デッサン　3面を　30分で完了する）

１０ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻　面取り～荒彫りを行い削り方の理解を深める。

１１ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻　荒彫り～仕上げ彫りを行い削り方の理解を深める。

８ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 1本目の彫刻の面取り～荒彫りを行い削り方を理解する。

９ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 1本目の彫刻の荒彫り～仕上げ彫りを行い削り方を理解する。

６ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻のステップ1を行い削り方の理解を深める。

７ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻のステップ2～4を行い削り方の理解を深める。

４ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 ステップ１を行い削り方を理解する。

５ 上顎1.3倍大中切歯の彫刻 演習 1本目の彫刻のステップ2～4を行い削り方を理解する。

２ 上顎中切歯の名称、特徴を学ぶ 演習
上顎中切歯の形態と各部の名称、特徴を理解する。
角柱の彫り方を理解する。

３ 上顎中切歯のデッサンを学ぶ 演習 中切歯のデッサンを行い形を理解する。

１ 歯型彫刻ほ基本を学ぶ 演習
切り出しナイフの持ち方、使い方を理解する。
ノギスの使い方を理解する
角柱の彫り方を理解する

新東京オリジナルテキスト

別途、授業内で紹介する。

時間外学習 【事前学習】実習方法を理解し、手順を繰り返し練習することを推奨する。 特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

到達目標 ・前歯部のヒトの歯について形態的特徴をそれぞれ説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はG　PA。

欠席日数が学則に定める授業時間の３分の１を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

科目名 天然歯形態Ⅰ 授業回数 15 科目責任者 鵜飼　芳行

授業形態 演習

科目概要
学習の目

的

歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験があり、教員経験も長い歯科技工士教員が分かりやすく指導する。

歯科医療の現場において大切なことは、ヒトの歯について、その歯が上下左右のどの位置にあるかを判別できることである。
この授業においては、歯の種類ごとの特徴についてより深く理解する。
歯や口腔の概説、特に永久歯の形態的特徴を学び、実習授業においてその知識を活用できることを目的とする。



必・選の別 必修

（英） Science of Occlusion BasicⅠ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 4 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

１４ 歯肉形成① 演習 　唇側　頬側部の歯肉形成を習得する。

１５ 歯肉形成② 演習 　舌側部の歯肉形成を習得する。

１２ 人工歯排列④ 演習 　臼歯部人工歯の排列操作を習得する。

１３ 第5章　蝋義歯をレジンに置き換える 演習
埋没方法
流蝋
レジンの混和と填入　義歯の掘り出し								

１０ 人工歯排列② 演習 　前歯部人工歯の排列操作を習得する。

１１ 人工歯排列③ 演習 　臼歯部人工歯の排列操作を習得する。

８ 咬合器装着 演習 　咬合床を咬合器に装着する操作を習得する。

９ 人工歯排列① 演習 　前歯部人工歯の排列操作を習得する。

６ リリーフ・ブロックアウト 演習 　全部床模型へのブロックアウト・リリーフの操作を習得する。

７ 咬合器装着 演習 　咬合床を作業模型に適合させ咬合器への装着を習得する。

４ 全部床義歯設計 演習 　全部床義歯の設計を習得する。

５ 第3章　人工歯を並べるⅡ 演習
臼歯の排列と歯槽頂間線の法則
全部床義歯の咬合様式
咬合彎曲と調節彎曲

２ 第2章　基準を知ろう 演習
口腔内の名称
上顎口腔内のランドマーク
咬合採得と咬合床

３ 第3章　人工歯を並べるⅠ 演習
人工歯とは
前歯の排列　被蓋関係

１ 第1章　全部床義歯を作る 演習
全部床義歯ができるまで
生体の基準を知ろう

新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】１年次から使用した教材を読み返し、授業を受けることを推奨
する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

到達目標
・日本における歯科医療システムと専門職（歯科技工士・歯科衛生士）について説明できるようになる。
・有床義歯技工学に必要な専門用語の意味を説明できるようになる。
・歯科技工の重要性および歯科技工物について、その構成と技工操作の手順を説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はG　PA。

欠席日数が学則に定める授業時間の３分の１を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

科目名 咬合学基礎Ⅰ 授業回数 30 科目責任者 鵜飼　芳行

授業形態 演習

科目概要
学習の目

的

歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験があり、教員経験も長い歯科技工士教員が分かりやすく指導する。

歯科技工を行う上で必要な道具の使用方法を理解し、義歯の製作方法を習得する。

歯科治療で使用する様々な補綴物の正しい製作方法や器具器材の使用方法について理解する。



回数 授業テーマ 授業形態

演習 　仕上げ研磨（ハンドエンジン使用）を習得する。

３０ レポート製作 演習 　全部床義歯の製作レポート製作し完成させる。。

演習 　研磨専用器具（レーズ）を使用しての砂研磨を習得する。

２８ 研磨③ 演習 　研磨専用器具（レーズ）を使用しての砂研磨を習得する。

２６ 研磨① 演習 　形態修正・中研磨を習得する。

演習 　レジン填入・重合を習得する。

２４ 掘り出し・再装着・削合 演習 　掘り出し・再装着・削合を習得する。

演習 　レジン填入・重合を習得する。

演習 　レジン溜まりの付与操作を習得する。

２０ 二次・三次埋没 演習 　二次・三次埋没の操作を習得する。

演習 　掘り出し・再装着・削合を習得する。

演習 　蝋義歯埋没前の準備と一次埋没の操作を習得する。

１８ 第7章　全部床義歯を完成させる 演習
咬合器再装着と削合
人工歯咬合面の修正
義歯の研磨手順

２９ 研磨④

２７ 研磨②

２５ 掘り出し・再装着・削合

２３ レジン填入

２１ 流蝋

１９ レジン溜まり

１７ 埋没準備

演習 　蝋義歯の流ろう操作を習得する。

２２ レジン填入

１６ 歯肉形成③ 演習 　口蓋ヒダの形成を習得する。

授　業　計　画
授業内容



必・選の別 必修

（英） Crown Restoration BasicⅠ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 4 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

演習

演習

14 印象採得の基礎 印象採得の目的や材料（アルジネートなど）の特徴、操作手順について理解する。

15 クラウンWax-up準備 演習 クラウン製作の工程を理解し、支台歯模型の調整（マージン設定等）を行う。

12 石膏模型の理解 演習 歯科用石膏の混水比や性質を理解し、適切な練和と注入ができる。

13 模型作業の基礎 演習 石膏模型の基礎的な成形およびトリミング技術を習得する。

9 鋳造体験準備 演習 埋没および鋳造工程を理解し、準備作業を行う。

10 鋳造体験 演習 鋳造の流れを理解し、一連の鋳造作業（ロストワックス法）を体験・習得する。

11 歯冠修復の基礎
歯冠修復の目的や治療の流れについて学び、全部金属冠の基本的な考え方を理解す
る。

7 Wax-up練習③ 演習 歯冠形態の基本（隆線・溝など）を理解し、歯のワックスアップを行う。

8 指輪製作② 演習 歯冠形態の基本（隆線・溝など）を理解し、歯のワックスアップを行う。

5 Wax-up練習① 演習 歯の形態を観察しながら、各部位のワックスアップ基本操作を習得する。

6 Wax-up練習② 演習 歯冠形態を意識し、解剖学的な特徴を捉えたワックス形成を行う。

3 Wax-upの基礎 演習 ワックスの基礎的な性質を理解し、インスツルメント（操作道具）の扱い方を習得する。

4 ワックス操作 演習 ワックスの特性を知り、基礎的な築盛（盛り上げ）操作を習得する。

授業内容

1 印象採得 演習 アルジネート印象材の性質を理解し、適切な練和と印象採得ができる。

2 印象採得 演習 アルジネート印象材の性質を理解し、適切な練和と印象採得ができる。

新歯科技工士教本　歯冠修復技工学(医歯薬出版)

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への
理解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、う蝕（むし歯）などにより歯科医師によって歯が削られた後に行われる歯冠修復治療について学ぶ。特に全部金属冠を中心
に、歯冠修復の基本的な考え方や治療の流れについて理解することを目的とする。
また、歯冠修復に関する基礎知識や歯科技工の基本的な作業工程について演習を通して学び、歯科技工に関する理解を深める。

到達目標

・全部金属案の役割や特徴について理解する。
・歯冠修復に関する基本的な専門用語を理解する。
・歯冠修復に関わる基本的な作業工程について理解する。
・歯科技工の基本てきな作業について理解を深める。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験と実習作品合わせて１００点満点（筆記試験３０点、実習作品７０点）で評価をする。実習作品の完成度に加え、実習中の作業過程（手順の理
解、器具の適正な使用、安全管理）および受講態度（出席状況、主体性、積極性）を総合的に評価する。安全かつ効率的に作業を進めるための準備・片
付け、規律ある姿勢も評価の重要な対象とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目名 歯冠修復基礎Ⅰ 授業回数 30 科目責任者 鍜治田　忠彦
授業形態 演習

歯科技工の基礎知識、新東京オリジナルテキスト



回数 授業テーマ 授業形態

２３ 鋳造準備 演習 鋳造欠陥を防ぐための注意点を理解し、鋳造機の操作準備を行う。

３０ 作業用模型製作 演習 歯列を考慮した、適切な模型の分割（ダウエルピン植立等）ができる。

２８ 作業用模型製作 演習 石膏の特性を考慮し、変形の少ない精度の高い作業用模型を製作できる。

２９ 作業用模型製作 演習 歯列を考慮した、適切な模型の分割（ダウエルピン植立等）ができる。

２６ 仕上げ研磨 演習 鋳造体の適合調整および研磨を行い、鏡面仕上げを習得する。

２７ 作業用模型製作 演習 石膏の特性を考慮し、変形の少ない精度の高い作業用模型を製作できる。

２４ 鋳造 演習 鋳造作業を行い、金属によるクラウン（全部金属冠）を製作する。

２５ 適合・形態修正 演習 クラウンの適合状態（適合、咬合、接触関係）を確認し、不適合部の修正を行う。

２１ 埋没工程の理解 演習 埋没材の膨張や性質を理解し、適切なスプルーイングと埋没を習得する。

２２ 埋没作業 演習 完成したワックスパターンを埋没し、鋳型を製作する。

２０ クラウンWaxパターン完成 演習 クラウンのワックスパターンを完成させる。

１９ クラウンWax-up③ 演習 咬合面形態（機能咬頭等）を意識したワックスアップを行う。

２０ クラウンWax-up④ 演習 隣接面、マージン部の適合を整え、ワックスパターンを完成させる。

１７ クラウンWax-up② 演習 咬合面形態（機能咬頭等）を意識したワックスアップを行う。

１６ クラウンWax-up① 演習 全部金属冠の基本形態を理解し、解剖学的なワックスアップを開始する。

授　業　計　画
授業内容



必・選の別 必修

（英）
Medical Equipment and Material Processing Pracice

時間数 60 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 4 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

15 鋳造・掘り出し・スプルーカット 演習
鋳造操作の手順を理解してリングの鋳造作業を習得する。
鋳造したものを掘り出す方法がわかる。
リングを傷つけずにスプルーをカットする方法を習得する。

13 レジンスタンドの製作 演習 流蝋　レジン分離材塗布

14 レジンスタンドの製作 演習 流蝋　レジン分離材塗布

11 埋没前準備 演習 ワックスの表面をスムーズな面になるように整える技術を習得する。

12 スプルー植立、埋没 演習 ワックスで製作したリングにスプルー植立し埋没作業を習得する。

9 レジンスタンドの製作 演習 一次埋没

10 レジンスタンドの製作 演習 二次埋没

7 リング製作のデザイン、ワックスアップ 演習
リングのデザインを考えることができる
デザインしたものをワックスを使って形にすることができる。

8 ワックスアップ 演習
リングのデザインを考えることができる
デザインしたものをワックスを使って形にすることができる。

5 レジンスタンドの製作 演習
演習説明
型をパラフィンワックスで製作する

6 レジンスタンドの製作 演習 一次埋没の前準備

3 アルジネート印象材 演習
アルジネート印象材の特性を理解する。
アルジネート印象材の練り方を理解する。

4 アルジネート印象材とワックスアップ 演習
硬石膏の特性を理解する。石膏に対して水の量（混水比）を求めることができる。
真空練和機の使い方と、印象材に石膏注入の方法が分かる。

授業内容

1 道具の使い方 演習
ガスバーナー、インスツルメントの使用方法を理解する。
円柱でワックストレーニングを習得する。

2 ワックス操作（円柱） 演習
インスツルメントを使用してのワックス操作を習得する。
ワックスの温度調整を意識してワックス操作を習得する。

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への
理解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、歯科医療で使用される材料や機器の種類および基本的な取り扱い方法について学ぶ。
また、さまざまな実習体験を通して歯科技工に関する基本的な操作や作業工程を理解し、歯科医療分野における材料や機器への理解を深
めることを目的とする。

到達目標

・歯科医療で使用される主な材料や機器の種類について理解する。
・歯科材料の基本的な性質や取り扱い方法について理解する。
・歯科技工に関する基本的な操作や作業工程について理解する。
・実習を通して歯科医療材料や機器の扱い方について理解を深める。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は実習作品を１００点満点とする。実習作品の完成度に加え、実習中の作業過程（手順の理解、器具の適正な使用、安全管理）および受講態度
（出席状況、主体性、積極性）を総合的に評価する。安全かつ効率的に作業を進めるための準備・片付け、規律ある姿勢も評価の重要な対象とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目名 医療機器・材料加工実習 授業回数 30 科目責任者 馬場　知子
授業形態 演習

歯科技工の基礎知識



回数 授業テーマ 授業形態

３０ 石膏操作 演習 咬合器に作業模型を装着する

２８ 演習のまとめ 演習 レジン研磨について（研磨工程　使用器具　器具器材の特徴）

２９ 自家製人工歯の製作 演習 常温重合レジンの歯冠色を使用し、前歯　臼歯を製作する

２６ レジンスタンドの製作 演習 キーホルダーの取り付け　スタンド用台の製作

２７ 演習のまとめ 演習 レジンについて（加熱重合レジン　常温重合レジン　光重合レジン　の比較対象）

２４ レジンスタンドの製作 演習 仕上げ研磨

２５ レジンスタンドの製作 演習 仕上げ研磨

２２ レジンスタンドの製作 演習 粗研磨　　中研磨

２３ レジンスタンドの製作 演習 中研磨

２０ レジンスタンドの製作 演習 加熱重合レジン透明の填入

２１ レジンスタンドの製作 演習 掘り出し　フラスコ清掃片付け　形態修正

１８ 研磨作業③ 演習 ハンドエンジンの使い方を習得する。ポイントの使い方や磨き方を習得する。

１９ レジンスタンドの製作 演習 加熱重合レジン透明の填入

１６ 研磨作業① 演習 ハンドエンジンの使い方を習得する。ポイントの使い方や磨き方を習得する。

１７ 研磨作業② 演習 ハンドエンジンの使い方を習得する。ポイントの使い方や磨き方を習得する。

授　業　計　画
授業内容



必・選の別 必修

（英） Dental Materials Ⅰ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 まとめ講義 講義 石膏、埋没材、印象材についてのまとめ講義を通じて、理解を深める。

7 印象材について② 講義 印象材による違いや特性、操作方法について習得する。

6 印象材について① 講義
歯科で使用される印象材の種類とそれぞれの特徴について理解し、用途に
合わせた印象材について習得する。

5 埋没材について② 講義 埋没材の種類や特徴、操作方法について習得する。

3 石膏について② 講義 石膏についての特性や操作方法について習得する。

4 埋没材について① 講義 埋没材の種類や特徴について理解し、用途に合わせた埋没材について習得する。

2 石膏について① 講義 石膏の種類や性質について理解し、用途に合わせた石膏について習得する。

歯科技工の基礎知識

新歯科技工士教本　歯科理工学　第二版　(医歯薬出版)

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 歯科の材料について 講義
歯科で使用する材料の種類を理解し、実際の義歯や鋳造冠などに触れることで、構造
や役割について習得する。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、歯科医療で使用されるさまざまな歯科材料の種類や特徴について学ぶ。
また、歯科材料を実際に取り扱う体験を通して、それぞれの材料の特性や用途について理解し、歯科医療分野における材料の役割について
理解を深めることを目的とする。

到達目標

・歯科医療で使う主な材料の種類を理解する。
・材料の特徴や性質を理解する。
・材料がどのような治療で使われるかを理解する。
・歯科材料の特徴について説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

冨野　浩子
授業形態 講義

科目名 歯科材料学Ⅰ 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Anatomy BasicⅠ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 まとめ 講義 上顎中切歯、上顎第一大臼歯、下顎第一大臼歯の歯の特長を振り返る。

7 下顎第一大臼歯の特長 講義
下顎第一大臼歯の特長が分かる。
「頬側面」「舌側面」「近心面」「遠心面」「咬合面観」「歯根」の特長が分かる。

6 下顎第一大臼歯の名称 講義 下顎第一大臼歯の名称を図を見ながら名前が分かる。

5 上顎第一大臼歯の特長 講義
上顎第一大臼歯の特長が分かる。
「頬側面」「舌側面」「近心面」「遠心面」「咬合面観」「歯根」の特長が分かる。

3 上顎中切歯の特長 講義
上顎中切歯の特長が分かる。
「唇側面」「舌側面」「近心面」「遠心面」「切縁観」「歯根」の特長が分かる。

4 上顎第一大臼歯の名称 講義 上顎第一大臼歯の名称を図を見ながら名前が分かる。

2 上顎中切歯の名称 講義 上顎中切歯の名称を図を見ながら名前が分かる。

歯科技工の基礎知識

新歯科技工士教本　口腔・顎顔面解剖学　(医歯薬出版)

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 歯の名称と左右の鑑別方法について 講義
歯の名称に出てくる言葉が分かる。
歯に共通する特徴「ミュールライターの三表徴」が分かる。
右左側が鑑別できるようになる。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
この授業では、人の体のつくりや働きについて基礎的な知識を学びます。
特に歯の形や名前、特徴について学び、歯の構造について理解することを目的とします。
また、歯の三大表徴や上顎中切歯、上顎第一大臼歯、下顎第一大臼歯の特徴について学び、歯の形態への理解を深めます。

到達目標

・歯の三大表徴について理解する。
・上顎中切歯の名前や特徴を理解する。
・上顎第一大臼歯と下顎第一大臼歯の特徴を理解する。
・歯の名称や特徴について説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は筆記試験を100点満点とし、課題の提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

■　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

馬場　知子
授業形態 講義

科目名 解剖学基礎Ⅰ 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Physiology Basic I 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 まとめテスト・解説 講義 筆記・選択試験・解説と全体の振返り

7 循環　① 講義 血管の構造・機能について学びます。

6 感覚　② 講義 皮膚や特殊感覚器を学びます。

5 感覚　① 講義 平衡聴覚器や味覚器・嗅覚器を学びます。

3 体温・代謝 講義 エネルギーの代謝・発熱などを学びます。

4 バイタルサイン 講義
体温・呼吸・血圧・脈拍を測定し現在の自分の状態を知るとともに、医療機器の使い方
などを実習を通じ学びます。

2 生理学基礎の概要　② 講義 これからの内容を説明します。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 生理学基礎の概要　① 講義 生理学基礎とは何か。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士・歯科衛生士のダブルライセンスを取得し歯科業界に２７年歯科業界に携わっている講師が
 両方の観点から生理学の大切さと演習を交えて授業を行う。
この授業では、人の体のしくみや働きについて基礎的な知識を学びます。
体温や代謝、感覚、血液の流れなど、人の体がどのように働いているのかを理解することを目的とします。
また、生体のさまざまな臓器や器官の働きについて学び、体の機能への理解を深めます。

到達目標

・人の体の基本的なしくみや働きを理解する。
・体温や代謝など、体の働きについて理解する。
・感覚器や血液の流れなどの機能について理解する。
・人の体の働きについて説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験とレポートを合わせて１００点満点（筆記試験３０点、レポート７０点）で評価をする。受講態度（出席状況、主体性、積極性）を総合的に評価
する。

■　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

駒井　啓一
授業形態 講義

科目名 生理学基礎Ⅰ 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Infection Basic Ⅰ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 定期試験と準備 講義
１～７回目までの授業の振り返り
7回までの講義の理解度を確認する。

7 スタンダードプリコーションについて 講義
スタンダードプリコーションとは？　どんなことが必要か？事例検討しながら理解す
る。

6 滅菌消毒の実際 講義
滅菌機器の種類と効果、使用方法　消毒液の種類と効果、消毒の実施方法について理
解する。

5 感染管理の具体的な実施方法 講義
グローブ・手洗いの実施方法。簡易消毒の実施方法　針などの器具の処理について理
解する。

3 消毒、滅菌、除菌、などの用語の違い 講義 消毒とは？滅菌とは？除菌とは？それぞれの意味と実施方法や目的を知る。

4 感染管理は医療 において重要 講義 感染管理が医療においてなぜ重要かを理解する。

2 感染症の種類と病態 講義 感染症の種類と病態を知り、予防の大切さを認識する。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 感染症について 講義 感染症の理解。細菌とウィルスの違い。感染予防に必要なことについて理解する。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士・歯科衛生士のダブルライセンスを取得し歯科業界に２７年歯科業界に携わっている講師が
 両方の観点から感染症の大切さと演習を交えて授業を行う。
この授業では、感染症の基本的な知識と感染を防ぐための方法について学びます。
また、医療の現場で行われている感染予防や消毒・滅菌などの基本的な考え方を理解し、感染症の予防の大切さについて理解することを
目的とします。

到達目標

・感染症の基本的な知識について理解する。
・細菌やウイルスなどの違いについて理解する。
・感染を防ぐための方法について理解する。
・医療現場で行われる消毒や滅菌の基本について理解する。
・感染予防の重要性について説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験とレポートを合わせて１００点満点（筆記試験３０点、レポート７０点）で評価をする。受講態度（出席状況、主体性、積極性）を総合的に評価
する。

■　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

駒井　啓一
授業形態 講義

科目名 感染症基礎Ⅰ 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Interprofessional Collaboration 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

12 振り返り 演習 レポートをまとめる

15 振り返り 演習 レポートをまとめる

13 これからの医療人 演習 これから目指す医療人について理解する。

14 まとめ 演習 アルジネート印象材、歯科用石膏を用いた印象採得実習

10 作業療法士と臨床検査技師の連携 演習
作業療法士と臨床検査技師の連携を理解する。
治療における多職と関わりと連携を理解する。

11 作業療法士と臨床検査技師の連携 演習
作業療法士と臨床検査技師の連携を理解する。
治療における多職と関わりと連携を理解する。

8 臨床福祉と言語聴覚士の連携 演習
社会福祉士と言語聴覚士の連携を理解する。
言語障害、嚥下障害における多職種連携を理解する。

9 振り返り 演習 レポートをまとめる

7 看護と理学療法の連携 演習 看護師と理学療法士の連携を理解する。

6 振り返り 演習 レポートをまとめる

5 歯科の連携 演習 歯科医療の連携について理解する。

3 振り返り 演習 レポートをまとめる

4 地域医療・福祉の連携 演習 地域医療・福祉における多職種連携について理解する。

2 多職種連携のベース 演習 多職種連携に必要な連携作りについて理解する。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理
解を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 多職種連携の必要性とチーム医療 演習 他職種連携の基礎について理解する。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科衛生士であり現在は教育研修を主体として業務を実施中。訪問歯科、矯正歯科、市町村保健センター、企業検診、その他多くの歯科医療
関係職に従事した経験を持つ。
この授業では、歯科医療や医療の現場で行われているチーム医療について学ぶ。
また、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士など、それぞれの職種の役割や連携について理解し、医療現場で協力して働くことの大切さについ
て理解することを目的とする。

到達目標

・チーム医療の基本的な考え方について理解する。
・医療に関わるさまざまな職種の役割について理解する。
・歯科医療における職種間の連携について理解する。
・医療現場で協力して働くことの重要性について理解する。
・多職種連携の必要性について説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、筆記試験を100点満点とする。

■　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

デンタルサポート(株)　城明妙
授業形態 演習

科目名 多職種連携医療 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 選択

（英） Dental TechnologyⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

１４ 歯科の専門用語⑤ 講義
歯科技工の基礎知識のテキストを使用し、漢字、カタカナを読み書き意味が
分かるようになり聞くことができる。

１５ 振り返り 講義
天然歯牙模型の正しく並べて歯牙の形態を理解する。
定期試験に向けて

１２ 歯科の専門用語③ 講義
歯科技工の基礎知識のテキストを使用し、漢字、カタカナを読み書き意味が
分かるようになり聞くことができる。

１３ 歯科の専門用語④ 講義
歯科技工の基礎知識のテキストを使用し、漢字、カタカナを読み書き意味が
分かるようになり聞くことができる。

１０ 歯科の専門用語② 講義
歯科技工の基礎知識のテキストを使用し、漢字、カタカナを読み書き意味が
分かるようになり聞くことができる。

１１ 振り返り 講義
歯科技工の基礎知識のテキストを使用し、漢字、カタカナを読み書き意味が
分かるようになり聞くことができる。

８ 歯科で使用する特殊な用語 講義 歯科で使用される独特な専門用語を理解する。

９ 歯科の専門用語① 講義
歯科技工の基礎知識のテキストを使用し、漢字、カタカナを読み書き意味が
分かるようになり聞くことができる。

６ 歯科で使用するレジンを知る 講義
レジンを使用するための器具器材の名称と用途を理解する。
流蝋、レジン填入、重合についての用語を理解する。

７ 振り返り 講義 カードを使用し、各器具器材の名称をトーナメント形式で行い順位を決める

４ 歯科で使用する模型を知る 講義
歯科の模型を理解する。
模型製作で必要な器具器材の名称と用途を理解する。

５ 鋳造とは何かを知る 講義
鋳造で使用する器具器材の名称と用途を理解する。
鋳造するための作業工程を理解する。

２ 自分の操作を他の人に伝えよう 講義 小さな折り紙を使い人に伝えられるようにステップ帳を製作してみる

３ 口腔内にある名称を覚える 講義
口腔内の名称と特徴、歯周組織の名称を理解する
補綴部の種類を理解する。

１ 自分の感覚を確認しよう 講義
握力テスト
感覚試験（見た目、重さetc）
折ずるを作ってみる

歯科技工の基礎知識（滋慶出版）　新東京オリジナルプリント

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】次回出題される専門用語を覚えてくること。
　　　　　　　毎日続けて覚えていくことを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

到達目標
・補綴物製作に必要な器具器材の名称と用途の説明ができる。
・天然歯牙模型の排列が間違えなくできるようになる。
・歯科医療に関係する漢字の書き、読み、意味が答えられるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はG　PA。

欠席日数が学則に定める授業時間の３分の１を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

科目名 専門用語講座Ⅰ 授業回数 15 科目責任者 鵜飼　芳行

授業形態 講義

科目概要
学習の目

的

歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験があり、教員経験も長い歯科技工士教員が分かりやすく指導する。

医療で使用する専門用語の読み方や意味を理解することを目標とする。
専門用語を読む、書く、意味を理解することで講義や実習での授業が理解できるようになることを目的とする。



必・選の別 選択

（英） Basic Academic Proficiency 時間数 30 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

科目名 基礎学力講座 授業回数 15 科目責任者 馬場　知子

授業形態 講義

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として歯科大学附属病院、自費技工専門の歯科技工所、歯科診療所技工室での実務経験を有する教員が
必要な基本的な知識・技術を身につけられるよう授業を行う。
高等学校レベルの漢字の読み書きや計算能力を基礎から学び直し、医療・歯科分野で必要となる基本的な国語力・数的処理能力
を身に付けることで、専門科目の理解や日常生活に必要な基礎学力の向上を目的とする。

到達目標

・高等学校レベルの漢字の読み書きや語句の意味を理解し、活用できる。
・基本的な四則計算や割合、単位換算などの計算能力を習得できる。
・医療・歯科分野に関連する基礎的な用語や数値処理に対応できる。
・基礎学力を向上させ、専門授業や実習を理解するための土台を形成できる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はG　PA。

欠席日数が学則に定める授業時間の３分の１を超える者は、試験を受けることができない。

評価は筆記試験を100点満点とし、課題の提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

１ 漢字の読み書き 講義
ひらがなを漢字に直す。漢字を読む。文章の中において適切な漢字を選択して書くこと
ができる。

なし

必要に応じて紹介します。

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理
解を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた場合
を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

４ 同義語・反対語 講義 同義語と反対語について理解する。

５ 言葉の使い方 講義
主語と述語との関係、就職と被修飾との関係、指示する語句と接続する語句の役割段
落の役割について理解する。

２ 漢字の読み書き 講義
ひらがなを漢字に直す。漢字を読む。文章の中において適切な漢字を選択して書くこと
ができる。

３ 同義語・反対語 講義 同義語と反対語について理解する。

６ 国語まとめ 講義 練習問題を解き理解度を確認する。

７ 計算 講義 小数点の計算について理解する。

１０ 文章問題 講義 求め方と答えを式や言葉を使って記述することができる。

１１ データ 講義 データの分類整理、表やグラフからデータの特徴や傾向を読み取ることができる。

８ 計算 講義 割合の計算について理解する。

９ 文章問題 講義 求め方と答えを式や言葉を使って記述することができる。

１４ 算数まとめ 講義 練習問題を解き理解度を確認する。

１５ 練習問題 講義 練習問題を解き理解度を確認する。

１２ データ 講義 データの分類整理、表やグラフからデータの特徴や傾向を読み取ることができる。

１３ データ 講義 データの分類整理、表やグラフからデータの特徴や傾向を読み取ることができる。



必・選の別 必修

（英） Introductory EducationⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 演習

科目名 導入教育Ⅱ 授業回数 15 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は筆記試験を100点満点とし、課題の提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

■　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。

到達目標

・チーム医療の基本的な考え方について理解する。
・医療に関わるさまざまな職種の役割について理解する。
・歯科医療における職種間の連携について理解する。
・医療現場で協力して働くことの重要性について理解する。
・多職種連携の必要性について説明できるようになる。

2 ワックスアップ実習② 演習
歯科技工で使用する器具の基本的な使い方を理解し、ワックスアップをする。
ワックスの盛り方・削り方を繰り返し練習する。基本操作の習得を目指す。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理
解を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 ワックスアップ実習① 演習
歯科技工で使用する器具の基本的な使い方を理解し、ワックスアップをする。
操作に慣れることを目的とする。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 ワックスアップ実習③ 演習
歯の基本的な形態（山や溝）を意識しながらワックスアップを行う。観察力と再現力の向上
を図る。

4 ワックスアップ実習④ 演習 歯の形態を意識したワックスアップを行う。

7
歯冠修復の基礎（クラウン・インレーの概
要）

演習
クラウンおよびインレーの基本的な役割と特徴について理解する。歯冠修復の目的を学
ぶ。

6 歯冠修復の種類と特徴 演習 クラウンおよびインレーの種類や特徴について理解する。

5 歯冠修復の基礎（目的と役割） 演習
歯冠修復（クラウン・インレー）の目的や役割について理解する。実習で行ったワックスアッ
プとの関連を考え、歯の形態の意味について学ぶ。

8 クラウンの種類と特徴 演習 全部被覆冠や部分被覆冠など、クラウンの種類と特徴について理解する。

9 インレーの種類と特徴 演習 インレーの種類や適応について理解し、クラウンとの違いを学ぶ。

10 歯冠修復の製作工程① 演習 歯冠修復における基本的な製作工程（印象採得から模型製作まで）について理解する。

11 歯冠修復の製作工程② 演習
歯冠修復の製作工程（ワックスアップから完成まで）について理解し、全体の流れを把握
する。

12 歯冠修復と材料・応用 演習
金属やセラミックなどの材料の特徴について理解し、歯冠修復における選択の考え方を学
ぶ。

15
導入教育Ⅱの総括
（振り返りと自己課題の整理）

演習
これまでの学習内容（ワックスアップ実習、歯冠修復、クラウン・インレーの基礎知識およ
び製作工程）について振り返り、レポート作成に取り組む。自身の理解度を整理するととも
に、今後の進路および課題について考察することで学習内容の定着を図る。

13 歯冠修復まとめ① 演習 歯冠修復（クラウン・インレー）の種類と特徴について復習をする。

14 歯冠修復まとめ② 演習 歯冠修復（クラウン・インレーの特徴や製作工程等）を復習する。



必・選の別 必修

（英） Communication SkillsⅡ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 演習

科目名 コミュニケーション基礎Ⅱ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
医療現場において求められるコミュニケーションの基礎を理解し、傾聴・説明・報告連絡相談（SBAR）・非言語表現などのスキルについて演
習を通して身につける。
また、歯科医療における多職種連携の視点を踏まえ、患者対応やチーム内での適切な関わり方を実践的に学ぶ。
さらに、自身のコミュニケーションを振り返り改善する力を養い、医療従事者として必要な対人関係能力の基礎を形成することを目的とす
る。

到達目標

・相手の話を引き出す傾聴および非言語コミュニケーションを意識した応対を実践できる。
・医療現場を想定し、分かりやすい説明およびSBARを用いた報告・連絡・相談を実践できる。
・歯科医療における多職種連携を理解し、チームの一員として適切なコミュニケーションを実践できる。
・自身のコミュニケーションを振り返り、課題を整理し改善行動に取り組むことができる。

2
傾聴と共感のスキル
～患者のこころに寄り添う～

演習 傾聴の基本姿勢を理解し、相手の話を引き出す聞き方を実践できる。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1
未来の医療従事者になるためのコミュニ
ケーション

演習
医療現場におけるコミュニケーションの重要性について意見交換を行い、医療現場で求
められるコミュニケーションを整理できる。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 歯科医院のコミュニケーション 演習 歯科医院が患者に対してのコミュニケーションで工夫していることを見つけてみよう。

4
分かりやすい説明技術
チーム医療と職種間連携

演習 専門的内容を分かりやすく伝える説明方法に取り組み、報告・連絡・相談を実践できる。

7
"非言語コミュニケーションと
接遇マナー・総復習と未来への応用"			

演習
非言語コミュニケーションの重要性を理解し、表情・視線・声の使い方を意識した応対を実
践できる。

6 自分のコミュニケーションの振り返り 演習
自身のコミュニケーションを振り返り、課題を整理し、改善に向けた行動に取り組むことが
できる。

5
チーム医療と職種間連携​
～歯科技工と歯科衛生士の連携～

演習
歯科技工士と歯科医師の連携について理解し、チーム医療における役割を踏まえたコ
ミュニケーションを実践できる。

8
私たちの成長と未来への応用 ​

演習 チームで協働し、患者を想定したコミュニケーションプランを作成し、発表できる。



必・選の別 必修

（英） Business mannersⅡ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 演習

プロの一歩は時間から
～歯科医療の現場で求められる実行力と
判断力～

なぜ「時間厳守」がプロの必須条件なのかを理解する。
遅刻・欠席時の「報・連・相」の方法を実践できるようになる。
リスクを予測し、行動する計画力を身に着ける。

演習

科目名 ビジネスマナーⅡ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
社会人として必要な礼儀作法やビジネスマナーについて、時間管理、敬語、身だしなみ、待機時の態度などを実践的に学ぶ科目である。
歯科医療の現場や学校生活、進学、就職活動に必要な基本的マナーを理解し、具体的な場面で適切に行動できる力を身につけることを目
的とする。演習を通して、自身の行動を振り返り、課題を改善しながら、社会で信頼される人材として必要な実践力を養う。

到達目標

・時間厳守、報告・連絡・相談、待機時の態度など、基本的な社会人マナーを理解し実践できる。
・敬語や身だしなみなど、相手に配慮した適切なコミュニケーションができる。
・自身の生活や行動を振り返り、課題改善のための具体的な行動計画を立て実践できる。
・学校生活・進学・就職・歯科医療現場において、社会人として求められる礼儀作法を主体的に活かすことができる。

2

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 行動計画表を作成しよう 演習
5分前行動の重要性について理解し、達成するための行動プランを考える。
また、予備時間や予備ルートの考え方を学び、遅刻のリスクを想定しながら計画を立て
る。作成した行動プランを実践し、時間を守る行動を身につける。

4 敬語は「相手への敬意」の表現 演習
敬語の三種（尊敬語、謙譲語、丁寧語）の使い方がわかる。
具体的な場面で適切な敬語表現ができる。
ロールプレイを通じて自信を持って敬語を使ったコミュニケーションができる。

7 待つ時間のマナーを考える 演習
「待つ時間」も面接や試験の一部であり、印象に関わることを​理解できる。​
「なぜ静かにするのか」を、日本の文化や相手への​思いやりの視点から説明できる​。

6
ビジネスマナー実践課題
〜自分の行動を設計・改善しよう〜

演習
これまでに学んだビジネスマナーをもとに、自身の課題を分析し、改善に向けた行動計画
を立てる。登校や授業、アルバイトなどの具体的な場面を想定し、実践できるようになる。

5 身だしなみと第一印象 演習
身だしなみの重要性を理解する。
歯科業界で求められる印象づくりを学ぶ。

8 ビジネスマナーを振り返る 演習
これまでに学んだビジネスマナーを振り返り、できるようになったことを整理する。
また、これからできるようになりたいことを考え、今後の行動目標を設定する。
自分の行動を見直し、学校生活や将来に活かす方法について考える。



必・選の別 必修

（英） Science ｏｆ Ｏｃｃｌｕｓｉｏｎ ＢａｓｉｃⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

１５ 第5，6章　支台装置Ⅳ　レスト 演習
色々なクラスプを理解できる。
レストを理解できる。

１３ 鋳造・人工歯排列練習 演習
クラスプの鋳造方法を習得する。
人工歯の削り方、排列方法を習得する。

１４ 鋳造・人工歯排列練習 演習
クラスプの鋳造方法を習得する。
人工歯の削り方、排列方法を習得する。

クラスプの特徴を理解できる。
クラスプ各部の名称を理解できる。

１０ 埋没・人工歯排列練習 演習
クラスプの埋没方法を取得する。
練習模型を使って人工歯の排列の排列方法を習得する。

１１ 埋没・人工歯排列練習 演習
クラスプの埋没方法を取得する。
練習模型を使って人工歯の排列の排列方法を習得する。

１２ 第4章　支台装置Ⅲ 演習
鋳造鉤の設計と特徴を理解できる。
線鉤の設計と特徴を理解できる。
環状鉤・バークラスプの違いを理解できる。

９ 第3章　支台装置Ⅱ 演習

７

８ クラスプのワックスアップ④ 演習 作業用模型にエーカースクラスプのワックスアップ方法を習得する。

５ クラスプのワックスアップ② 演習
設計線の書き方を習得する。
練習模型を使って見本模型を見ながらエーカースクラスプのワックスアップ方法を習得
する。

第3章　支台装置Ⅰ 演習
部分床義歯の維持を理解できる。
支台装置の種類を理解できる。
クラスプについて理解できる。

クラスプのワックスアップ③ 演習 作業用模型にエーカースクラスプのワックスアップ方法を習得する。

６

３ 第1，2章　部分床義歯とは 演習
部分床義歯を理解できる。
部分床義歯が完成するまでを理解できる。
欠損を理解できる。

４ クラスプのワックスアップ① 演習
設計線の書き方を習得する。
練習模型を使って見本模型を見ながらエーカースクラスプのワックスアップ方法を習得
する。

授業内容

１ 作業用模型製作 演習 設計線の書き方を習得する。

２ ブロックアウト・リリーフ 演習 ブロックアウトとリリーフの違いを理解し、やり方を習得する。

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】１年次から使用した教材を読み返し、授業を受けることを推奨
する。

特記事項

授　業　計　画

科目概要
学習の目

的

歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験があり、教員経験も長い歯科技工士教員が分かりやすく指導する。

歯科技工を行う上で必要な道具の使用方法を理解し、義歯の製作方法を習得する。

歯科治療で使用する様々な補綴物の正しい製作方法や器具器材の使用方法について理解する。

到達目標
・日本における歯科医療システムと専門職（歯科技工士・歯科衛生士）について説明できるようになる。
・有床義歯技工学に必要な専門用語の意味を説明できるようになる。
・歯科技工の重要性および歯科技工物について、その構成と技工操作の手順を説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はG　PA。

欠席日数が学則に定める授業時間の３分の１を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実習作品　　　□　論文　　　□　レポート

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目名 咬合学基礎Ⅱ 授業回数 15 科目責任者 鵜飼　芳行

授業形態 講義

新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)



回数 授業テーマ 授業形態

２９ 歯肉形成 演習
歯肉形成の方法を習得する。
ワックスの盛る量、歯頸戦の形成方法を習得する。

３０ 部分床義歯の完成 演習 部分床義歯の完成

２７ 歯肉形成 演習
歯肉形成の方法を習得する。
ワックスの盛る量、歯頸戦の形成方法を習得する。

２８ 歯肉形成 演習
歯肉形成の方法を習得する。
ワックスの盛る量、歯頸戦の形成方法を習得する。

２５ 人工歯排列 演習 歯列と嚙み合わせに合わせて排列方法を習得する。

２６ 歯肉形成 演習
歯肉形成の方法を習得する。
ワックスの盛る量、歯頸戦の形成方法を習得する。

２３ 人工歯排列 演習
作業用模型への人工歯排列方法を習得する。
人工歯を削って、排列方法を習得する。

２４ 人工歯排列 演習 歯列と嚙み合わせに合わせて排列方法を習得する。

２１

２２ 人工歯排列 演習
作業用模型への人工歯排列方法を習得する。
人工歯を削って、排列方法を習得する。

１９ 研磨 演習 クラスプの仕上げ研磨を習得する。

２０ 研磨 演習 クラスプの仕上げ研磨を習得する。

１７ 掘り出し・研磨 演習 クラスプを掘り出し、スプルーのカット方法を習得する。

１８

１６ 掘り出し・研磨 演習 クラスプを掘り出し、スプルーのカット方法を習得する。

授　業　計　画
授業内容

第7章　連結子・小連結子
　　　　　　　（下顎に使用される連結子）

演習
下顎に使用される大連結子を理解できる。
小連結子を理解できる。
直接支台装置・間接支台装置、補助支台装置を理解する。

第7章　連結子
　　　　　　　（上顎に使用される連結子）

演習
連結子を理解できる。
上顎に使用される大連結子を理解できる。



必・選の別 必修科目

（英） Medical Treatment Basic 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 まとめ講義 演習 今までの講義の振り返り

7 現代の人口環境と健康問題 演習 人口環境と健康問題について地域差に着目して理解する。

6 医療の発展 演習 医療の各分野の発達について学び、現在の医療の在り方について理解する。

5 医療の歴史 演習 医療の歴史を知ることで現在、未来の医療について考える。

3 日本医療保険制度 演習 医療保険せいどとその仕組みを理解する。

4 医療の新しい形態 演習 少子高齢化の中での医療や介護の仕組みを理解する。

2 保険制度の始まりと医療システム 演習 医療サービスの在り方を理解について理解する。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 医療を支える職種とチーム医療 演習 チーム医療、コメディカルの役割について理解する。

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科衛生士であり現在は教育研修を主体として業務を実施中。訪問歯科、矯正歯科、市町村保健センター、企業検診、その他多くの歯科医
療関係職に従事した経験を持つ。
本授業では、医療に関する基礎的な知識や専門用語、日本の医療制度や保険制度について学び、歯科医療を含む医療現場における基本的
な仕組みと多職種連携の役割を理解するとともに、将来医療従事者として必要な基礎知識を身に付けることを目的とする。

到達目標

・医療に関する基本的な専門用語や医療制度の概要を理解し、説明できる。
・日本の医療保険制度や公費負担制度の基礎について理解できる。
・歯科治療を含む医療現場の基本的な流れや役割分担について理解できる。
・医療従事者として必要な基礎知識を習得し、演習課題に活用できる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は筆記試験を100点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

デンタルサポート(株)　城明妙
授業形態 演習

科目名 医療概論 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修科目

（英） 　Microbiology Basic 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

駒井　啓一
授業形態 講義

科目名 微生物学基礎 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士・歯科衛生士のダブルライセンスを取得し歯科業界に２７年歯科業界に携わっている講師が
 両方の観点から微生物学の大切さと演習を交えて授業を行う。
感染症や口腔内の健康を理解するために、微生物の基礎的な知識を学び、疾患との関係について理解を深めることを目的とする。

到達目標
・微生物の種類や特徴がわかる。
・微生物がどのように病気を起こすか理解できる。
・微生物と口の中や病気の関係がわかる。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

授　業　計　画

授業内容

1 微生物学の概要 講義
微生物の種類や特徴について理解する。
微生物の病原性や感染の仕組みについて理解する。
微生物と口腔内環境および疾患との関係について理解する。

2 微生物の病原性　① 講義 マウスピース製作と付着した微生物の洗浄方法について理解する。

3 微生物の病原性　② 講義
細菌の形態や大きさについて理解するとともに、分類や増殖の特徴など基礎的な知
識を習得する。

7 化学療法 講義 化学療法の基本的な考え方について理解する。

4 微生物の病原性　③ 講義 唾液の採取および培養を行い、口腔内の微生物の状態について理解する。

5 微生物の病原性　④ 講義 ウイルスの特徴および食中毒の原因や予防について理解する。

6 口腔微生物の病原性 講義 口腔内の微生物やプラークの特徴について理解する。

8 まとめ・テスト 講義
これまでに学んだ内容の理解度を確認し、知識の定着を図るため、まとめテストを実
施する。



必・選の別 必修

（英） InternshipⅡ 時間数 15 実務経験 無

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 卒業準備プロジェクト② 実践・総括 演習
校内環境整備活動を実践し、1年間の学びを振り返りながら、社会で必要な課題解決力
や協働力を総括する。

7
卒業準備プロジェクト① 総合環境整備計
画

演習
卒業に向けた環境整備や備品整理についてグループで話し合い、効率的かつ計画的な
活動内容を企画する。

6
学校生活向上プロジェクト② 改善提案発
表

演習 グループごとに改善策をまとめ、発表を通して課題解決に必要な提案力・協働力を養う。

5 学校生活向上プロジェクト① 課題発見 演習
学校生活をより良くするために、出席・学習環境・生活習慣などの課題をグループで話し
合い、改善案を企画する。

3 校内環境改善プロジェクト① 計画立案 演習
身の回りの環境をより良くするために、グループで課題を発見し、整理整頓や環境改善に
向けた計画を立案する。

4 校内環境改善プロジェクト② 実践活動 演習
計画に基づき、役割分担を行いながら効率的な環境整備活動を実践し、協働力を高め
る。

授業内容

1

2 企業見学実践と振り返り
企業見学を通して職業理解を深め、見学内容を整理し、今後の進路や学びに活かすため
の振り返りを実施する。

演習

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項

科目名 インターンシップⅡ 授業回数 8 科目責任者 馬場　知子
授業形態 演習

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

企業見学事前準備と目的理解
企業見学の目的を理解し、見学先の情報収集や質問事項の整理を行い、見学に向けた
行動計画を立案する。

演習

授　業　計　画

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、企業見学や校内活動を通して、企画・立案から実行、振り返りまでの流れを実践的に学び、それぞれの役割を理解しながら、目
標達成に向けて課題を発見・解決する力を身につける。グループ活動を通して、主体性・協働力・計画性を高め、進学後や社会で必要となる
実践的な行動力を養う。

到達目標

・目的に応じた企画立案と行動計画を立てることができる。
・グループ内で役割分担を行い、協力して課題解決に取り組むことができる。
・社会や学校生活に必要な行動力・責任感を身につけることができる。
・活動後の振り返りを通して、改善点を考え次の行動に活かすことができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。



必・選の別 必修

（英） Natural　Teeth　Ⅱ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

科目名 天然歯形態Ⅱ 授業回数 15 科目責任者 鵜飼　芳行

授業形態 演習

科目概要
学習の目

的

歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験があり、教員経験も長い歯科技工士教員が分かりやすく指導する。

歯科医療の現場において大切なことは、ヒトの歯について、その歯が上下左右のどの位置にあるかを判別できることである。
この授業においては、歯の種類ごとの特徴についてより深く理解する。
歯や口腔の概説、特に永久歯の形態的特徴を学び、実習授業においてその知識を活用できることを目的とする。

到達目標 ・前歯部のヒトの歯について形態的特徴をそれぞれ説明できるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はG　PA。

欠席日数が学則に定める授業時間の３分の１を超える者は、試験を受けることができない。

実技試験を１００点満点として評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

１ 歯型彫刻ほ基本を振り返る 演習
切り出しナイフの持ち方、使い方を理解する。
ノギスの使い方を理解する
角柱の彫り方を理解する

新東京オリジナルテキスト

別途、授業内で紹介する。

時間外学習 【事前学習】実習方法を理解し、手順を繰り返し練習することを推奨する。 特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

４ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 ステップ１を行い削り方を理解する。

５ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 1本目の彫刻のステップ2～4を行い削り方を理解する。

２ 上顎中切歯の名称、特徴を振り返る 演習
上顎中切歯の形態と各部の名称、特徴を理解する。
角柱の彫り方を理解する。

３ 上顎天然歯大中切歯のデッサンを学ぶ 演習 中切歯のデッサンを行い形を理解する。

６ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻のステップ1を行い削り方の理解を深める。

７ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻のステップ2～4を行い削り方の理解を深める。

１０ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻　面取り～荒彫りを行い削り方の理解を深める。

１１ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 2本目の彫刻　荒彫り～仕上げ彫りを行い削り方の理解を深める。

８ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 1本目の彫刻の面取り～荒彫りを行い削り方を理解する。

９ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習 1本目の彫刻の荒彫り～仕上げ彫りを行い削り方を理解する。

１４ 上顎天然歯大中切歯の彫刻試験 演習
彫刻試験を行う
（角柱を45分で完了する　+　中切歯デッサン　3面を　30分で完了する）

１５ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習
3本目の彫刻　荒彫り～仕上げ彫りまでを行い削り方の理解を深めると共に
スピードを身につける。

１２ 上顎天然歯大中切歯の彫刻 演習
3本目の彫刻　角柱～ステップ4までを行い削り方の理解を深めると共にスピードを
身につける。

１３ 上顎天然歯大中切歯の彫刻試験 演習
彫刻試験を行う
（角柱を45分で完了する　+　中切歯デッサン　3面を　30分で完了する）



必・選の別 必修科目

（英） Crown Restoration BasicⅡ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 年次 1 単位 4 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

科目名 歯冠修復基礎Ⅱ 授業回数 30 科目責任者
鍜治田　忠彦
馬場　知子

授業形態 演習

歯科技工の基礎知識、新東京オリジナルテキスト

新歯科技工士教本　歯冠修復技工学(医歯薬出版)

時間外学習 ワックスアップの手順を繰り返し復習することを推奨する。 特記事項

授　業　計　画

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、う蝕（むし歯）などにより歯科医師によって歯が削られた後に行われる歯冠修復治療について学ぶ。特に全部金属冠を中心に、
歯冠修復の基本的な考え方や治療の流れについて理解することを目的とする。
また、歯冠修復に関する基礎知識や歯科技工の基本的な作業工程について演習を通して学び、歯科技工に関する理解を深める。

到達目標
・全部金属冠の製作手順がわかる。
・正しい器具の持ち方で操作ができる。
・ワックスアップの手順がわかる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験と実習作品合わせて１００点満点（筆記試験３０点、実習作品７０点）で評価をする。実習作品の完成度に加え、実習中の作業過程（手順の
理解、器具の適正な使用、安全管理）および受講態度（出席状況、主体性、積極性）を総合的に評価する。安全かつ効率的に作業を進めるための準
備・片付け、規律ある姿勢も評価の重要な対象とする。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた場合を除
き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 模型製作（基底面〜ダウェルピン植立） 演習
トリーマーの使い方を習得する。基底面を平らに削り、耐水ペーパーのかけ方を習得す
る。ダウェルピンの植立位置を習得する。回転防止溝を理解する。

4 模型製作（基底面〜ダウェルピン植立） 演習
トリーマーの使い方を習得する。基底面を平らに削り、耐水ペーパーのかけ方を習得す
る。ダウェルピンの植立位置を習得する。回転防止溝を理解する。

授業内容

1 模型製作（石膏注入） 演習

2 模型製作（石膏注入） 演習

作業用模型の製作方法について理解する。

石膏の操作方法を習得する。

作業用模型の製作方法について理解する。

石膏の操作方法を習得する。

5 模型製作（二次石膏） 演習 二次石膏の操作方法を習得する。模型に二次石膏が付着しない操作方法を習得する。

6 模型製作（形態修正） 演習 形態修正の方法を習得する。必要以上に模型を削らない方法を習得する。

14 研磨完成 演習 研磨手順を習得する。

11 鋳造・石膏注入 演習
鋳造操作を習得する。還元炎の作り方を習得する。
作業用模型と研究用模型の石膏注入を方法を習得する。

12 形態修正〜研磨 演習
形態修正の方法を習得する。研磨する手順を習得する。
作業用模型と研究用模型の石膏注入を方法を習得する。

13 研磨完成 演習 研磨手順を習得する。

9 ワックスアップ 演習
ワックスアップの操作方法を習得する。（薄く均一にワックスを盛る方法、ワックスをも
盛り上げる方法）

10 スプルー植立〜埋没 演習 スプルーを植立する位置を習得する。埋没操作を習得する。

7 模型製作（形態修正） 演習 形態修正の方法を習得する。必要以上に模型を削らない方法を習得する。

8 ワックスアップ 演習
ワックスアップの操作方法を習得する。（薄く均一にワックスを盛る方法、ワックスをも
盛り上げる方法）

15
プロビジョナルレストレーション
副印象〜スペーサ

演習
シリコーン印象材の取り扱いを理解する。副印象採得方法を習得する。
歯型を削る手順を習得する。ワックスを薄く均一に盛り上げる操作を習得する。



回数 授業テーマ 授業形態
授　業　計　画

授業内容

16 即時重合レジン〜形態修正 演習
即時重合レジンの操作方法を習得する。形態修正で使用するポイント、修正方法を習得
する。

17 研磨 演習 研磨する手順を習得する。

19
プロビジョナルレストレーション
副印象〜スペーサ

演習
シリコーン印象材の取り扱いを理解する。副印象採得方法を習得する。
歯型を削る手順を習得する。ワックスを薄く均一に盛り上げる操作を習得する。

研磨18 演習 研磨する手順を習得する。

21 研磨、模型製作 演習 研磨する手順を習得する。作業用模型石膏注入操作を習得する。

22 研磨、模型製作 演習 研磨する手順を習得する。作業用模型石膏注入操作を習得する。

20 即時重合レジン〜形態修正 演習
即時重合レジンの操作方法を習得する。形態修正で使用するポイント、修正方法を習得
する。

演習 ワックスアップの盛り上げ手順を習得する。

23 作業用模型の製作 演習 基底面削除〜二次石膏までの作業手順を習得する。

24 作業用模型の製作 演習 基底面削除〜二次石膏までの作業手順を習得する。

25 ワックスアップ 演習 ワックスアップの盛り上げ手順を習得する。

26 ワックスアップ

29 研磨 演習 スプルーカットから仕上げ研磨までの作業手順を習得する。

30 研磨 演習 スプルーカットから仕上げ研磨までの作業手順を習得する。

27 埋没〜鋳造 演習
スプルー植立位置、埋没手順を習得する。遠心鋳造機の取り扱い、還元炎の作り方を習
得する。

28 埋没〜鋳造 演習
スプルー植立位置、埋没手順を習得する。遠心鋳造機の取り扱い、還元炎の作り方を習
得する。



必・選の別 必修

（英） Digital Dentistry Basic 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

馬場　知子
授業形態 演習

科目名 デジタル歯科技工基礎 授業回数 15 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は実技試験とレポートを100点満点（実技試験60点、レポート40点）とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組み
を総合的に評価する。

□　　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への
理解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
歯科専用ソフトウェア（CAD／CAMシステム）の基本的な操作方法を学び、アナログ技工とデジタル技工の違いを理解するとともに、歯科
技工に必要なデジタル設計の基礎知識と基本操作を身に付け、将来的な歯科デジタル技工への理解と応用力を養うことを目的とする。

到達目標

・アナログ技工とデジタル技工（CAD／CAM）の違いを理解し、説明できる。
・歯科用CADソフトウェア（TinkerCad・3Shape）の基本操作（拡大縮小、移動、複製、削除、数値変更等）ができる。
・CAD／CAMシステムにおける基本用語（CAD、CAM、STLデータ、NCデータ、加工機器）を理解し、説明できる。
・歯冠形態設計に必要な基本操作（マージン設定、形態修正、彫刻ツール操作）を理解し、課題作品を期限内に提出できる。

授業内容

1

2

なし

なし

時間外学習
授業で学んだ操作方法や専門用語を復習し、配布資料や動画教材を活用し
て理解を深めること。また、課題の振り返りを通して基本操作の定着に努め
ること。

特記事項

授　業　計　画

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた場合を除
き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

3 TinkerCad基本操作② 演習 レゴブロック作成を通して図形操作と数値変更を習得する。

4 TinkerCad応用操作 演習 歯ブラシ課題を通してグループ化や立体構造作成を習得する。

7 3Shape基本操作② 演習 操作ツールを用いた基本設計方法を習得する。

6 3Shape基本操作① 演習 ソフトウェア起動、画面構成、基本ツールの使用方法を習得する。

5 CAD／CAMシステム基礎 演習 CAD、CAM、STLデータ、NCデータ、加工機器について理解する。

8 歯冠設計基礎① 演習 マージン設定、設計手順、平面作成方法を習得する。

9 歯冠設計基礎② 演習 彫刻ツール（個別変形、モーフィング、ワックスナイフ）の基本操作を習得する。

10 歯冠形態修正① 演習 咬合面や隣接面を意識した歯冠形態修正を実践する。

演習 設計課題の修正・提出を通して総合的な操作力を確認する。

11 歯冠形態修正② 演習 歯列との調和を意識した設計確認方法を習得する。

12 CAM基礎理解 演習 加工工程、加工機器の特徴、データ出力について理解する。

15 振り返り・確認課題 演習 デジタル歯科技工の基礎知識と操作技能の定着を確認する。

デジタル歯科技工とは アナログ技工とデジタル技工の違い、CAD／CAMの概要について理解する。

マウス操作、拡大縮小、移動、複製、削除など基本操作を習得する。TinkerCad基本操作①

演習

演習

13 総合演習① 演習 CADソフトを用いて基本的な歯冠設計課題を実践する。

14 総合演習②



必・選の別 必修

（英） Dental Materials Ⅱ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

冨野　浩子
授業形態 講義

科目名 歯科材料学Ⅱ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、歯科医療で使用されるさまざまな歯科材料の種類や特徴について学ぶ。
また、歯科材料を実際に取り扱う体験を通して、それぞれの材料の特性や用途について理解し、歯科医療分野における材料の役割について
理解を深めることを目的とする。

到達目標

・歯科医療で使う主な材料の種類を理解する。
・材料の特徴や性質を理解する。
・材料がどのような治療で使われるかを理解する。
・歯科材料の特徴について説明できるようになる。

歯科技工の基礎知識

新歯科技工士教本　歯科理工学　第二版　(医歯薬出版)

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

授　業　計　画

授業内容

1 ワックスについて 講義 蝋型採得時に使用されるワックスの種類や性質、特徴について習得する。

2 歯科用金属について 講義 歯科技工に使用される歯科用金属の種類や特徴について習得する。

3 レジン、セラミックについて① 講義
歯科技工で使用される材料についてそれぞれの特徴について理解し、用途について習
得する。

7 研磨について 講義
金属やレジンの形態修正や仕上げ研磨に使用する研磨材や器械について理解し、効率
の良い研磨について習得する。

4 レジン、セラミックについて② 講義 歯科材料を直接操作することで、それぞれの操作方法を習得する。

5 鋳造欠陥① 講義
金属を融解・鋳造する工程でおこる鋳造欠陥の原因と予防方法について理解すること
で、鋳造の失敗についての防止方法を習得する。

6 鋳造欠陥② 講義 鋳造操作における欠陥の原因と予防方法について理解し、防止方法を習得する。

8 まとめ講義 講義
ワックス、歯科用金属、レジン、セラミック、鋳造欠陥、研磨についてのまとめ講義を通
じて、理解を深める。



必・選の別 必修

（英） Orthodontics Basic 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 第7章　静的矯正装置（リテーナー） 講義
ホーレーのリテーナー　ラップアラウンドリテーナー　トゥースポジッショナー
スプリングリテーナー　下顎犬歯間リテーナー　アライナーについて理解する。

6 線屈曲① 講義 図形に合わせて、ワイヤーを屈曲し、曲げ方やプライヤーの操作を理解する。

7 線屈曲② 講義 図形に合わせて、ワイヤーを屈曲し、曲げ方やプライヤーの操作を理解する。

4 第5章　矯正装置の分類 講義 機械的・機能的装置　　顎外・顎内・顎外装置について理解する。

5 第6章　動的矯正装置 講義
咬合挙上板　咬合斜面板　上顎前方牽引装置　ヘッドギア　FKO　バイオネーター
急速拡大装置　　マルチブラケット装置　　アライナーについて理解する。

2 第3章　正常咬合 講義 個々の歯の位置異常　　正常咬合の種類　　矯正治療の進め方について理解する。

3 第4章　矯正治療の流れ 講義
口腔模型　　口腔内写真　　顔面規格写真　　エックス線規格写真
全歯エックス線写真について理解する。

授　業　計　画

授業内容

1 第1，2章　矯正治療　不正咬合 講義 歯の構造　　歯は動く　　歯が動くメカニズム　　歯列弓の異常について理解する。

オリジナルテキスト

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
正咬合の種類や矯正治療の手順を知り、各種不正咬合の治療を円滑に行うために用いる主要な矯正装置の特徴や
製作方法を理解する。
矯正治療の概要および歯科技工用器具器材、材料を技工の手技をについて知識を習得る。

到達目標
・矯正治療の概要を理解する。
・不正咬合の治療において必要な矯正装置の種類、構成、特徴を理解する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

鵜飼　芳行
授業形態 講義

科目名 歯科矯正学基礎 授業回数 8 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Pedodontics　Basic 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

田村　睦
馬場　知子

授業形態 講義

科目名 小児歯科学基礎 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、小児期における口腔内の成長発達や歯牙の萌出・交換について学び、乳歯列期から永久歯列期までの変化を理解するととも
に、小児歯科に必要な基礎知識を身に付け、成長段階に応じた口腔管理への理解を深めることを目的とする。

到達目標

・小児期における口腔内の成長発達過程を理解し、説明できる。
・乳歯・永久歯の萌出時期や交換時期について理解し、説明できる。
・成長段階ごとの歯列や顎顔面の特徴を理解できる。
・小児歯科に関連する基礎知識を身に付け、口腔管理の重要性を理解できる。

なし

新歯科技工士教本　小児歯科技工学　第二版　(医歯薬出版)

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

授　業　計　画

授業内容

1 小児の成長発育① 講義
発育期の分類、全身および頭蓋・顎顔面の成長発育、スキャモンの発育曲線について
理解する。

2 小児の成長発育② 講義 脳頭蓋・顔面頭蓋・上顎骨・下顎骨の成長発育過程と顎顔面の発達について理解する。

3 萌出順序・ヘルマンの歯齢 講義 乳歯・永久歯の萌出順序、交換時期、ヘルマンの歯齢区分について理解する。

7 小児歯科学基礎総まとめ① 講義 成長発育、乳歯列、萌出順序、ヘルマンの歯齢について総合的に整理し理解を深める。

4 乳歯の特徴 講義 乳歯の形態的特徴、永久歯との違い、乳歯列の特徴について理解する。

5 ヘルマンⅠA〜ⅡA 講義
無歯期から乳歯列完成期までの発育空隙、生理的空隙、咬合の特徴について理解す
る。

6 ヘルマンⅡC〜ⅢB 講義
混合歯列期における歯牙交換、咬合発育、リーウェイスペースや歯列変化について理
解する。

8 小児歯科学基礎総まとめ② 講義
小児期から永久歯列完成までの口腔内成長発育を総復習し、総合的な知識の定着を
図る。



必・選の別 必修

（英） Anatomy BasicⅡ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

田村　睦
馬場　知子

授業形態 演習

科目名 解剖学基礎Ⅱ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は筆記試験を100点満点とし、課題の提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　□　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士として、歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科診療所内技工室において実務経験を有する教員が授業を担当する。
実際の歯科医療現場での経験を基に、歯科技工士や歯科衛生士の業務内容、歯科医療業界の役割や働き方について紹介し、医療職への理
解を深めるとともに、進路選択や職業観の形成につながる授業を行う。
本授業では、人体を構成する諸器官の構造や機能について基礎的な知識を学び、特に歯科医療に必要な頭蓋骨・顎骨・歯牙の形態や特徴
を理解するとともに、歯科技工・歯科衛生分野に必要な解剖学的基礎知識を身に付けることを目的とする。

到達目標

・頭蓋骨・顔面頭蓋・下顎骨・上顎骨の基本構造を理解し、名称を説明できる。
・歯牙の分類や前歯部・小臼歯部・大臼歯部それぞれの形態的特徴を理解できる。
・歯科医療に必要な顎顔面および歯牙解剖の基礎知識を習得できる。
・解剖学的名称や構造を理解し、基礎的な確認問題に対応できる。

なし

新歯科技工士教本　口腔・顎顔面解剖学　(医歯薬出版)

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

授　業　計　画

授業内容

1 頭蓋骨の分類 講義 脳頭蓋・顔面頭蓋の分類、対性骨・無対性骨について理解する。

2 下顎骨① 講義 下顎骨の基本構造、筋突起・関節突起・下顎枝・下顎体の名称と特徴を理解する。

3 下顎骨② 講義
下顎孔、オトガイ孔、オトガイ隆起、顎舌骨筋線など下顎骨の詳細構造について理解す
る。

7 歯の排列（大臼歯部） 講義 大臼歯の咬頭、裂溝、形態的特徴について理解する。

4 上顎骨 講義 上顎骨の構造、副鼻腔、上顎洞、歯槽突起、口蓋突起などについて理解する。

5 歯の排列（前歯部） 講義 切歯・犬歯の形態、特徴、歯冠・歯根の構造について理解する。

6 歯の排列（小臼歯部） 講義 小臼歯の形態、特徴、上下顎の違いについて理解する。

8 解剖学基礎Ⅱ総まとめ 講義 頭蓋骨・顎骨・歯牙の構造について総復習し、基礎知識の定着を図る。



必・選の別 必修

（英） Physiology Basic Ⅱ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

駒井　啓一
授業形態 講義

科目名 生理学基礎Ⅱ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士・歯科衛生士のダブルライセンスを取得し歯科業界に２７年歯科業界に携わっている講師が
 両方の観点から感染症の大切さと演習を交えて授業を行う。
本授業では、生体を構成する各臓器や器官の働き、機能、構造について基礎的な知識を学び、呼吸・循環・消化・排泄・神経系など人体の生
命維持に必要な仕組みを理解するとともに、歯科医療従事者として必要な生理学的基礎知識を身に付けることを目的とする。

到達目標

・生体を構成する主要な臓器や器官の構造と機能について理解し、説明できる。
・呼吸、循環、消化、排泄、神経系の基本的な生理機能を理解できる。
・人体の恒常性維持に関わる各器官の役割を理解できる。
・生理学に関する基本用語や知識を習得し、歯科医療分野への基礎として活用できる。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

授　業　計　画

授業内容

1 呼吸・循環 講義
血液の役割、心臓の構造と機能、呼吸および循環の基本的な仕組みについて理解す
る。

2 脳 講義 脳の構造、各部位の役割、中枢神経としての機能について理解する。

3 消化・吸収 講義 消化器官の構造、栄養素の消化・吸収の流れについて理解する。

7 神経　② 講義 脳神経、自律神経、生命維持に関わる神経系の役割について理解する。

4 排泄　① 講義 エネルギー代謝、皮膚の機能、汗や老廃物の排泄について理解する。

5 排泄　②（腎・泌尿器系） 講義 腎臓や泌尿器系の構造と機能、尿生成と排泄の仕組みについて理解する。

6 神経　① 講義 神経細胞の構造、神経伝達、神経系の基本的な機能について理解する。

8 まとめテスト・解説 講義 生理学基礎Ⅱで学んだ各器官の構造と機能について総復習し、知識の定着を図る。



必・選の別 必修

（英） Infection Basic Ⅱ 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

駒井　啓一
授業形態 講義

科目名 感染症基礎Ⅱ 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　■　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科技工士・歯科衛生士のダブルライセンスを取得し歯科業界に２７年歯科業界に携わっている講師が
 両方の観点から感染症の大切さと演習を交えて授業を行う。
本授業では、感染症の原因となる微生物やウイルスの特徴、感染経路、発症の仕組みについて学び、医療現場に必要な感染症予防や感染管
理の基礎知識を身に付けるとともに、自身と患者を守るための適切な予防対策を理解することを目的とする。

到達目標

・感染症の原因となる微生物・ウイルスの特徴や感染経路について理解し、説明できる。
・各種感染症の特徴や発症機序について基礎的な知識を理解できる。
・医療現場における感染予防、消毒、滅菌、感染管理の重要性を理解できる。
・感染症予防に必要な基本的対策を理解し、日常生活や医療従事者として活用できる。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

授　業　計　画

授業内容

1 ウイルス粒子の構造と感染症 講義 ウイルスの基本構造、感染経路、代表的なウイルス感染症について理解する。

2 毒素や酵素の産生と感染症 講義
細菌が産生する毒素や酵素と、それによって引き起こされる感染症について理解す
る。

3 体内常在菌と感染症 講義 常在菌の役割、体内微生物叢、日和見感染について理解する。

7 環境中の微生物と感染症 講義 環境中に存在する微生物、院内感染、感染予防対策について理解する。

4 潜伏感染と回帰発症 講義 潜伏感染の仕組み、ヘルペスウイルスなどの特徴と再発について理解する。

5 口腔・気道感染症 講義 口腔内や上気道に関連する感染症とその予防法について理解する。

6 皮膚・軟部組織感染症 講義 皮膚や軟部組織に発症する感染症、水疱や化膿性病変について理解する。

8 総まとめ 講義
感染症基礎Ⅱで学んだ感染症の知識と予防方法について総復習し、理解の定着を図
る。



必・選の別 必修

（英） Health and Nutrition 時間数 15 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

デンタルサポート(株)　城明妙
授業形態 講義

科目名 健康と栄養 授業回数 8 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価はレポートを100点満点とし、内容（理解度および考察）、提出状況（期限遵守）、授業への取り組みを総合的に評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　□　レポート

科目概要
学習の目

的

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する

歯科衛生士であり現在は教育研修を主体として業務を実施中。訪問歯科、矯正歯科、市町村保健センター、企業検診、その他多くの歯科医
療関係職に従事した経験を持つ。
本授業では、健康な体を維持するために必要な栄養素の働きや食生活との関わりについて学び、日常生活における食習慣を見直しなが
ら、健康維持・増進に必要な基礎的知識を身に付けることを目的とする。

到達目標

・健康維持に必要な主要栄養素の種類と働きについて理解し、説明できる。
・食生活と健康との関係について理解し、望ましい食習慣について考えることができる。
・ライフステージに応じた栄養管理や食事計画の基礎知識を理解できる。
・日常生活に活かせる健康的な食生活の重要性を理解し、自身の健康管理に役立てることができる。

なし

なし

時間外学習
授業内で使用したプリント教材について復習し、専門的な特性について理解
を深めることを推奨する。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

授　業　計　画

授業内容

1 栄養の役割 講義
栄養の役割を理解する。
日本人の栄養摂取状況を理解する。

2 栄養素の働き 講義 糖質、タンパク質、脂質、ビタミンなどの栄養素について理解する。

3 国民の健康と栄養の現状 講義
食生活の変遷と疾病構造の変化について理解する。
国民栄養の現状と課題について理解する。

7 食べ物と健康 講義
食品の成分と分類について理解する。
食べ物の物性について理解する。

4 望ましい食生活 講義
国民健康づくりにおける食生活改善の取り組みについて理解する。
栄養と代謝について理解する。

5 望ましい食生活 講義
国民健康づくりにおける食生活改善の取り組みについて理解する。
食事環境・食事計画について理解する。

6 ライフステージ別栄養と調理 講義 ライフステージ別の栄養と調理について理解する。

8 まとめ講義 講義 今までの講義の振り返り



必・選の別 選択

（英） Dental TechnologyⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技術予備教育科 年次 1 単位 2 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

１５
歯牙排列試験
振り返り

講義
天然歯牙模型排列試験
定期確認試験に向けてのまとめ

１３
専門用語
歯牙排列

講義
歯科技工の基礎知識テキスト漢字テスト⑫
天然歯牙模型排列トレーニング

１４ 排列試験 講義 天然歯牙模型排列試験

歯科技工の基礎知識テキストの漢字テスト⑨
天然歯牙模型排列トレーニング（歯根付き）

１０
専門用語
歯牙排列

講義
歯科技工の基礎知識テキストの漢字テスト⑩
講師の話す内容を書き取りする
天然歯牙模型排列トレーニング（歯根付き）

１１ 振り返り 講義
歯科技工の基礎知識テキストの漢字まとめ
天然歯牙模型排列トレーニング（歯根付き）のテストを行う。

１２
専門用語
歯牙排列

講義
歯科技工の基礎知識テキスト漢字テスト⑪
講師の話す内容を書き取りする
天然歯牙模型排列トレーニング

９
専門用語
歯牙排列

講義

７ 振り返り 講義
歯科技工の基礎知識テキストの漢字テスト⑦
天然歯牙模型排列の確認テストを行う。

８
専門用語
歯牙排列

講義
歯科技工の基礎知識テキストの漢字テスト⑧
講師の話す内容を書き取りする
天然歯牙模型排列トレーニング（歯根付き）

５
専門用語
歯牙排列

講義
上下顎小臼歯の特徴を理解する。
ワックスアップに必要な器具器材の名称と用途のテストを行う。
天然歯牙模型排列トレーニング（歯根無し）

６
専門用語
歯牙排列

講義
上下顎大臼歯の特徴を理解する。
レジン操作で使用する器具器材の名称と用途テストを行う。
天然歯牙模型排列トレーニング

３
専門用語
歯牙排列

講義
三大表徴、歯面徴を理解する。
天然歯牙模型排列トレーニング（歯根無し）

４
専門用語
歯牙排列

講義
上下顎前歯の特徴を理解する。
研磨作業で必要な器具器材の名称と用途のテストを行う。
天然歯牙模型排列トレーニング（歯根無し）

授業内容

１ 感覚測定 講義 握力測定（右・左）　　感覚テスト（見た目　間違い探し、　重さの感覚）

２ 専門用語講座Ⅱ進行について 講義
講師の話す内容を書き取りする
三大表徴を理解する。
天然歯牙模型排列トレーニングについての説明を受ける

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】次回出題される専門用語を覚えてくること。
　　　　　　　毎日続けて覚えていくことを推奨する。

特記事項

授　業　計　画

科目概要
学習の目

的

歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験があり、教員経験も長い歯科技工士教員が分かりやすく指導する。

医療で使用する専門用語の読み方や意味を理解することを目標とする。
専門用語を読む、書く、意味を理解することで講義や実習での授業が理解できるようになることを目的とする。

到達目標
・補綴物製作に必要な器具器材の名称と用途の説明ができる。
・天然歯牙模型の排列が間違えなくできるように歯牙の鑑別を理解する。
・歯科医療に関係する漢字の書き、読み、意味が答えられるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はG　PA。

欠席日数が学則に定める授業時間の３分の１を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、　写真撮影及び録音録画を許可する。

科目名 専門用語講座Ⅱ 授業回数 15 科目責任者 鵜飼　芳行

授業形態 講義

歯科技工の基礎知識（滋慶出版）　新東京オリジナルプリント


